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NO 委員名 ご意見 対応や考え方等 担当 

１ 坂本委員 【成果指標の妥当性について】 

・区民アンケートだけによって成果を測定すること

には疑問が残る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・また様々な視点から成果を測定しているのであれ

ば、それらの測定結果を踏まえた成果を漏れなく

運営方針に記載したうえで、区民アンケート結果

はその裏付けとなるような記載内容にしてはどう

か。 

 

・施策や事務事業を評価するためには、定量的な評

価は不可欠との考えから、これまでからアンケー

ト結果を活用していますが、総合的に評価する際

には、当該結果以外の定性的な評価も考慮するこ

とが重要と考えており、運営方針においてもその

ような総合的な評価結果を記載してきておりま

す。 

・今般、令和７年２月に本市運営方針の策定・評価

を所管する市政改革室から「区民アンケート結果

を運営方針の目標達成の判断材料に使用すること

は、区民の代表性を有しているかのような誤解を

招く恐れがあり、運営方針のアウトカム（中期の

成果指標）測定に用いることは望ましくない」と

の見解が示されました。 

・当該見解を踏まえ、令和８年度以降からは成果指

標としては区民アンケート結果に代わるものを設

定することといたしますが、適切な総合評価につ

なげていけるよう区民アンケート結果についても

引き続きの活用の検討を進めていきます。 

・また、各種事業を実施する際には、当該事業の性

質等に応じた手法により成果を測定しています

が、それらを漏れなく運営方針に記載することで

情報量が多くなり、区民等にとって分かりにくく

なることが見込まれ、一定の簡素化も必要と考え
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ています。そのため、成果指標に設定する指標数

については、これまでどおり主要なものを１つか

ら複数程度設定することが望ましいと考えていま

す。 

２ 坂本委員 【インスタグラムの活用について】 

・ＳＮＳの活用について、インスタグラムの活用は

困難であり、大阪市ＬＩＮＥ公式アカウントの活

用に注力することのことだが、ＳＮＳの各種媒体

には一長一短があり、インスタグラムが決定的に

不適であるとは思えない。若年層に支持されてい

るインスタグラムの活用を始めることには一定の

意義があるのではないか。 

 

・ご指摘のとおり、インスタグラムの活用を始める

ことについては、一定の意義があるものと考えま

す。 

・令和６年度区政会議（第１回全体会）では、当区

としてインスタグラムを活用しない理由につい

て、次のとおりお示ししました。 

【以下抜粋】 

・インスタグラムはビジュアル面に特化したＳＮＳで

あり、写真・画像や動画をメインとした視覚的な情

報発信ができるのが強みです。 

・区役所からの情報発信に際しての利用では、チラシ

やお知らせ用に作成した画像の投稿、または写真・

動画を用いた催しの周知報告といった場面での活用

が考えられ、これまでもその利用を検討しました

が、次の理由で見送っています。 

・区役所の発信する情報は、その要件はじめ詳細な情

報をリンク情報として併せて掲載するところです

が、インスタグラムは、Ｗｅｂページへのリンク機

能が限定的であることから、投稿を入り口として区
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役所ホームページを参照いただきたい場合などは、

簡単な操作で情報を取得できないことがデメリット

として挙げられます。 

・その他、インスタグラムでは独自の解析・分類によ

り利用者の関心が高い情報を学習し、そうした情報

を含む投稿を上位におすすめ表示する機能も特長で

あることから、発信する情報を十分検討し、投稿す

る時間帯や頻度にも配慮したうえで、他の情報に埋

没しないような工夫も必要であり、一般的な広範囲

の住民を対象としている以上、その対応は困難なと

ころです。 

・区の広報として、必要なときに必要な情報をわかり

やすく区民の皆様に提供することを目的としていま

すが、こうした課題があることから、インスタグラ

ムを活用した情報発信は現時点では目的にそぐわな

いものと考えています。 

 

・現時点ではインスタグラムの活用を見送っていま

すが、今後、インスタグラムに新しい機能が実装

され、区政情報に関する区民等のニーズと合致す

るようであれば、活用を検討していきます。 
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３ 金児委員 【効果的な発信媒体の探求について】 

・区政会議の様子を録画したユーチューブの再生回

数が多かったとのことだが、視聴者が当該動画を

視聴するに至った過程等を分析することによっ

て、効果的な発信媒体や手法を明らかにするきっ

かけになるのではないか。 

 

・当区では令和５年度鶴見区区政会議（第３回全体

会）から区政会議（全体会）の様子を録画したう

えで、後日、区役所ホームページ内のユーチュー

ブにて動画配信を行っています。 

・動画配信の再生回数は、令和５年度鶴見区区政会

議（第３回全体会）では約 1,500回、令和６年度

鶴見区区政会議（第１回全体会）では約 130回で

した。ちなみに他区における再生回数は約 50回～

約 300回程度となっています。 

・令和５年度鶴見区区政会議（第３回全体会）での

再生回数が多かったことから、ユーチューブのチ

ャンネル管理画面から分析したところ、主な特色

として、視聴者の約 95％は関連動画（主としてコ

ロナワクチンや他自治体関連情報）からアクセス

したことなどが分かりました。 

・令和６年度鶴見区区政会議（第１回全体会）でも

同様に分析したところ、再生回数が少ないことも

あり、特段顕著なものは見当たりませんでした。 

・今後は、継続して分析を進めるとともに、得られ

たデータについては有効性を含め、効果的な情報

発信に活用できるかどうか検証していきます。  
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